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介入群・コントロール群両方の部下に、研修前と研修 3 ヶ月後に OJ に関する自記式質問票に
よるアンケートを実施し、2群間で有意な差が生じたかを解析した。OJの評価には、Colquittら
が作成した質問票の日本語版を用い、手続き公正性・対人関係公正性・情報公正性を測定した。
各項目は 1 から 5 点の 5 段階リッカート尺度で測定し、点数が高い方が OJ の評価が高いことを
意味する。なお本研究の対象企業では、分配公正性に関わる「報酬」や「人事的評価」について









研究への同意が得られ、除外基準に該当しなかった 46 職場に属する管理職 184 名と部下 562
名を、無作為に 23職場ずつ介入群とコントロール群に割り付けた。介入群管理職のフェアマネジ
メント研修受講率は 93.5％、部下の 3ヶ月後フォローアップ率は介入群・コントロール群の両群
で 96.8％であった。 
ITT解析の結果、上記 3つの公正性とも変化量（研修後の点数から研修前の点数を引いたもの）
の平均値はコントロール群より介入群が高かったが、統計学的に有意差はなかった。一方、サブ
グループ解析では、ベースライン時の対人関係公正性が第一三分位数以下の群で、研修後の対人
関係公正性が有意に向上していた。 
【結語】 
企業の管理職を対象とした集団フェアマネジメント研修は、組織公正性の向上に一定の効果を
もたらした。労働者の健康やウェルビーイングと組織の生産性の双方を向上させる組織的な介入
は重要であり、今後も研究が期待される。 
